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タは知見できない．本学では 2010 年に高温，高圧（最大 523[K]，10[MPaG]）の BE に対するロケットエン
ジン材料の適合性実験が行われた．結果，Al 合金の A6061 と CFRP で溶解が確認された．さらに 2011
年には，実機環境で想定される最大温度域における適合性評価が実施され，Ni メッキによる A6061 の防
食効果や，フッ素ゴムやニトリルゴムなどのゴム材料において腐食を確認した． 
Al や CFRP は宇宙輸送機の重量低減において重要であるが，BE ロケットエンジンへの適用には腐食
対策が必要である．そこで本研究では，A6061 に陽極酸化処理を施し，防食効果を BE 適合性実験によ
り評価した．また，Al の腐食に関する基本的な知見を得るため，常圧実験および工業用エタノールを用





本研究で使用した実験装置を表 1 に，実験条件を表 2 に示す．オートクレーブを用いた高温・高圧実
験では，供試液と試験片を投入した容器を窒素ガス(GN2)で加圧後，ヒーターで加熱した．そして，設定
温度まで加温したのち一定温度で保持し，実験中の温度と圧力を監視，記録した．オートクレーブの最








































































工業用エタノール  常温 ，400  523 120

























































































3．１．2 工業用エタノールと BE との腐食反応の差異 
工業用エタノールを用いた高温・高圧実験では，温度 400[K]の条件では試験片の一部が溶解し，
























図 4 アクリルゴム（約 5MPaG，400K） 
実験前 実験後
実験前 実験後 










表 3 供試エタノール成分表 
 65 
 
3．3 FRP の適合性調査 
図 5 に示す外観観察よりポリイミド樹脂マトリックスの CFRP(PI/CF)では側面に亀裂が見られ，ビスマレ
イミド樹脂マトリックスの CFRP(BMI/CF)では変色部を確認し，シリコーン樹脂マトリックスの GFRP(SI/GF)





 本研究では BE ロケットエンジンにおける材料適合性評価と，Al の腐食に関する基本的知見を得る



























図 5  PI/CF（約 10MPaG，523K） 
実験後 実験前
図 6 SI/GF（約 5MPaG，400K） 
